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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月20日(2016.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）油溶性紫外線吸収剤、（Ｂ）デキストリン脂肪酸エステル及び（Ｃ）アクリル酸
系ポリマーを含有し、次の条件（１）～（４）を満たす水中油型日焼け止め化粧料。
（１）（Ｂ）デキストリン脂肪酸エステルの水中油型日焼け止め化粧料中における含有量
が０．１質量％以上２質量％以下
（２）（Ｄ）粉体の水中油型日焼け止め化粧料中における含有量が５質量％以下
（３）（Ａ）油溶性紫外線吸収剤と（Ｂ）デキストリン脂肪酸エステルの質量比（Ａ／Ｂ
）が２．５以上４７以下
（４）（Ａ）油溶性紫外線吸収剤と（Ｃ）アクリル酸系ポリマーの質量比（Ａ／Ｃ）が４
．５以上３５以下
【請求項２】
　（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の質量比（Ｂ／Ｃ）が０．２以上３以下である請求項１記載の
水中油型日焼け止め化粧料。
【請求項３】
　（Ｄ）粉体の水中油型日焼け止め化粧料中における含有量が３質量％以下である請求項
１又は２に記載の水中油型日焼け止め
化粧料。
【請求項４】
　（Ａ）成分と（Ｂ）成分の質量比（Ａ／Ｂ）が５以上３０以下である請求項１～３のい
ずれか１項に記載の水中油型日焼け止め化粧料。
【請求項５】
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　（Ａ）成分と（Ｃ）成分の質量比（Ａ／Ｃ）が５以上３５以下である請求項１～４のい
ずれか１項に記載の水中油型日焼け止め化粧料。
【請求項６】
　（Ｂ）デキストリン脂肪酸エステルの水中油型日焼け止め化粧料中における含有量が、
０．２５質量％以上１．５質量％以下である請求項１～５のいずれか１項に記載の水中油
型日焼け止め化粧料。
【請求項７】
　（Ｃ）アクリル酸系ポリマーの水中油型日焼け止め化粧料中における含有量が、０．１
質量％以上２質量％以下である請求項１～６のいずれか１項に記載の水中油型日焼け止め
化粧料。
【請求項８】
　さらに、（Ｆ）２５℃において液状のエステル油を含有し、
　（Ａ）成分と（Ｆ）成分の和と、（Ｂ）成分の質量比（（Ａ＋Ｆ）／Ｂ）が、２．７５
以上８０以下である請求項１～７のいずれか１項に記載の水中油型日焼け止め化粧料。
【請求項９】
　さらに、（Ｆ）２５℃において液状のエステル油を含有し、
　（Ａ）成分と（Ｆ）成分の和と、（Ｃ）成分の質量比（（Ａ＋Ｆ）／Ｃ）が、４．６以
上３００以下である請求項１～８のいずれか１項に記載の水中油型日焼け止め化粧料。
【請求項１０】
　さらに、（Ｅ）エタノールを含有する請求項１～９のいずれか１項に記載の水中油型日
焼け止め化粧料。
【請求項１１】
　さらに（Ｇ）ポリエチレングリコールを含有する請求項１～１０のいずれか１項に記載
の水中油型日焼け止め化粧料。
【請求項１２】
　さらに（Ｈ）シリコーン油を含有する請求項１～１１のいずれか１項に記載の水中油型
日焼け止め化粧料。
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